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フォーラム・セミナー報告
LA（Learning Assistant）が
ポスターセッションで取組の紹介を
行いました　
5月21日に京都大学「関西地区FD連絡協議会総会ポスター

セッション」にてLA（初年次教育を支援する学生スタッフ）が
自身の取組について発表しました。ポスターセッションへの参加
は昨年に引き続き2回目です。発表の準備から当日の説明まで、
LAの有志が中心となり行いました。来場者からは昨年同様
「LA自身の体験について伺え大変参考になった」等、好評の声
を頂きました。今回は、ポスターセッションを終えての感想をい
くつかご紹介します。彼ら、彼女らの感想からLAの成長や意識、
行動の変容を感じ取ることが出来るはずです。

（教育開発支援センター事務局）

【文学部２回生　中島真麻】
当日を迎えるまで、まだLAを始めて２ヶ月のわたしは、内容を聞

きながらも、自分にどんなことができるのだろうと不安に思うばかりで
した。しかし実際ポスター発表が始まると、もうやるしかありません。
関大のポスターに目を留めてくださった他大学の教職員の方に声を
かけると、自分なりのつたない説明でも優しく耳を傾けて聞いてくだ
さり、「今後の参考にします。」といった感想をいただきました。
ポスター発表を終えた情報交換会の場でも、その場にいたLA
の皆さんが、誰かしら教職員の方に声をかけていて、ただただす
ごいと思うばかりでした。その時、偶然近くにいた教職員の方と目
が合い、まだ関大のポスターを見られていなかったこともあって説
明させていただくことになりました。その方は本当に熱心に私の説
明を聞いてくださりました。更にLA活動にとても興味をもってくださ
り、「ぜひ見学したい」とさえ言ってくださいました。
そのような私の行動を教育推進部の方や他のLAの方に評価し

ていただいたことは、少し自分の自信にも繋がりました。LA活動
を自分自身で説明したことで、この活動がより画期的なものである
ことを改めて感じました。こういった、貴重な経験を得る機会を与
えてくださった教育推進部の方に、深く感謝しています。

【政策創造学部３回生　國谷みなみ】
京大で行われたポスターセッションに参加して、私は二つのもの

を得ることが出来ました。
まず１つ目は、他の授業のLAとの交流です。同じ授業に入ら
なければ、他のLAと一緒に活動する機会はあまりないので、こ
のような課外活動で、とても貴重でした。学年も学部も違う学生と
仲良くなれて良かったです。また、今回の発表で初めて話す相手
もいて、LAの輪が少し広がったなぁと思いました。
２つ目は、LAとしての自覚です。他大学の人にLAの業務内
容について説明することが求められていたので、まずは自分自身
が理解しておく必要がありました。私はLAの役割について、雰
囲気でしか理解できていなかったので、文字にしたり、口に出すこ
とで、理解が深まりました。発表では、初めの方は緊張して、先
生に頼ってしまいましたが、他のLAが懸命に説明しているところ
を見て勇気が出ました。そのあとは積極的にお話が出来ました。
他大学の教員の方とお話して、自信もつきましたし、LAに関心を
持ってくださった方も多数いらっしゃり、嬉しく感じました。
今回の活動はとても有意義でした。参加させて頂けたことに、

とても感謝しています。

【文学部２回生　牧野晃大】
TIPSを作っている時、他大学の教員に説明する時、私は「授
業支援をしている自分」とは別の位置に身を置いていました。そこ
からは「LAとは何か」「どんな悩みがあるのか」などLAを客観
的に見直すことができました。今回の発表は、改めてLAを、自
分を見つめ直す機会でもありました。
TIPSはとてもよいものに仕上がったと思います。最初は経験の
浅い私にできるだろうか…と不安でした。しかし他のLAのリフレク
ションペーパーを読み、同感する所も多く、皆失敗や悩みを繰り返
しながら業務にあたっているのだな、と知りました。発表を通し、
LAとして成長できたと感じます。自分のできること、やるべきことを
踏まえ、これからの業務に活かしたいと思います。

【社会学部３回生　堀尾裕一】
この協議会に参加させていただき、LAの業務に対する理解の
深まり、そしてLA同士情報共有と関係性向上、そして大学教員、
職員の方とのコミュニケーションをする経験を得ることができました。
多くの大学教育関係者の人々に自分たちのしていることを話すた
めに、本学のスタッフがこのLAでなそうとしていたことを聞いたり、
日々 LAの仲間が書いているリフレクションペーパーをみたりするこ
とで、活動内容が
より明確になりまし
た。またその間、
同じLAの仲間で
TIPS集を作り、幅
広い話を共有し、
その間のメンバー
のあり方や姿勢か
ら学びが多くありま
した。また大学教
員の方とワインを飲
みながら音響や生
物学、評価法の話
から大学生活の話
を幅広くすることが
できたのはとても良
い経験であり、先
生方が授業の中で
話されている理論
にさらに興味が湧き
ました。

2011年3月28日に第3回TA研修を開
催しました。春学期に活動するTA43名の
うち、31名が研修に参加しました。TAを活
用する先生も1名参加いただきました。
今回の研修は、2部構成で実施しました。

第1部は、今学期にはじめてTAとなる新人
TAのみの研修、第2部は新人TAとTA経
験がある継続TAを交えた研修としました。
第1部では、関西大学教育開発支援セ

ンターにおけるTAがどのような活動をして
いるのかを把握すること、高等教育における
政策動向について理解すること、そしてTA
の基本的な業務態度や事務的な手続きに
ついて確認することを目的としました。
まずは、TAの活動内容を知るために、新
人TAが担当科目や活動内容を紹介して
いただくことにしました。これにより、理系文
系問わず、全学部から多様な職種がTAに
期待されていることを共有しました。
その後、私から「高等教育の政策動向」

についてミニレクチャーをおこないました。
文部科学省の取り組み、アウトカム評価、本
学のFDの原点について説明を加えた後、
TAに求められている力について検討をし
ました。そしてその力を培うために、「日々の
業務に対するアドバイスを教員から受けるこ
と」、「TA活動を省察し、授業方法や学生と
の接し方などTA活動の改善策を自分なり
に実践すること」、「他のTAの活動を参考
に、自らの活動を省察すること」について話

をしました。
第2部では、新人TAと継続TAが交流

することで、TA同士で学び合う場を設けま
した。まずはミニレクチャーとして、私から、
高等教育における授業改善の手立てとし
て、授業研究や授業コンサルテーションを紹
介し、教員は反省的実践家であることやコ
ミュニティを形成して授業の質を上げること
などについて話しました。
その後、TAはグループに分かれ、ダイア

ローグを行いました。今回のダイアローグの
テーマは「TA活動の質を上げるために、教
員とのやり取りにおける工夫・課題を共有
すること」としました。前回の研修では、「各
活動におけるやり取りや課題を共有するこ
と」を目的としたため、今回は教員とのやり取
りに焦点をあてました。まずは、それぞれの
活動内容について紹介しあい、TA活動を
円滑に進めるための教員とのやり取りにつ
いて意見を交換しました。その後、グループ
で話し合った内容を全体に報告しました。
TAからは、「次の授業でどうするかを授

業前の時間を使って確認する」など、教員と
TAが授業前や後に話し合うことの重要性
が指摘されました。一方で、「先生が授業
をどう進めるのか、その際、TAにどういう仕
事を求めているのかをお互いに理解するこ
とができていれば、そこまで密接に連絡を取
り合う必要はないのではないか。」との意見
も寄せられました。教員とのやりとりは、継続

年数、活動内容、教員との関係性により変
化するため、TAは自分にとってどの程度の
やり取りが必要なのかを確認しておく必要
性が示されました。ほかにも、「担任の先生
に何らかの提案をする機会はあるのか」と
いう新人TAによる投げかけに対して、継続
TAが「些細なことでも提案を聞き入れてく
れる。教員がそういう機会を与えてくれて
いるので、やってみたらどうか。」との意見が
寄せられました。
また、他のTAと話し合うことで「継続して
同じ活動を担当しているが、自分は新しい
活動ができていないのではないか？ と少し
反省した。新しいことができるように考えて
おいた方がいいのではないか」と述べた
TAがいるなど、他のTAとの意見を交換し
たことによって自分の活動を反省的にふりか
える様子が見受けられました。

（教育推進部　岩﨑千晶）

　4月23日(土)、“FD Café”（新任教員
研修会）を開催しました。新年度開始早々
の気忙しい時期でありましたが、24名の参
加を得ました。昨年度は授業開始前（4月
3日）に開店しましたが、今年度は新任校
での授業を数回経てからの方が対話の内
容にリアリティが増すと考えました。
　その他のMENUは昨年度とほぼ同じで
す。アイスブレークを兼ねたグルーピングとミ
ラーリングを用いた自己紹介を皮切りに、そ
れぞれのグループが対話を重ね、それを次

第に他のグループと共有していく“World 
Café”へ展開していきました。
　各グループから示されたダイアローグの
内容（ダイジェスト）をここに全て掲載する
ことはできませんので、当日、白板に示され
たMind mapの一部だけをキーワードにて
紹介することにします。学生の印象として
は、「真面目」「素直で社交的」「積極的」「距
離が近い」「高い社交性」といった好意的
なものもあれば、「学力差」「関心のなさ」「基
礎体力不足の大学院生」などの問題点も
指摘されました。あるいは「学生の多様性
を活かす授業」「学生との距離を縮める授
業」「インタラクティブな授業展開のための
ミニッツペーパーの利用」といった授業作り
に関するものもあれば、「私語を少なくする
工夫」などの課題・問題点についての言
及もありました。
　昨年と同様、それぞれについての結論を
得ることがCaféの目的ではありません。教師

が意見や情報を交換することによって、共
通するテーマや課題を発見あるいは発掘し、
それに関する知見やアイデアを創出・共有
することの意味や価値を実感あるいは予感
すること、それが本Caféのねらいです。そ
のねらいを知る昨年の参加者がalumniとし
て駆けつけてくださいました。時間に限りが
あったため、存分にはご活躍いただけませ
んでしたが、こうやって少しずつ「土づくり」
の輪が広がっていくことを心より願っていま
す。昨年同様、Summer Caféの開催を予
定しています。今回、ゆえあって参加できな
かった方 も々、どうぞ奮ってご参加ください。

（教育推進部　三浦真琴）

ポスター発表に参加したLAと教職員

グループワークにおける発表

昨年のalumniとともに展開されるFD Café②

昨年のalumniとともに展開されるFD Café①

LAが作成したポスター

LA（Learning Assistant）に関するお問い合わせは教育開発支援センターまで

先生方からTA制度に関するご意
見・ご提案をお待ちしています！  連絡
は、ciwasaki@kansai-u.ac.jpまで お
願いします。

LA活動報告
Learning Assistant

TA研修を開催しました

FD Café を開催しました
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も寄せられました。教員とのやりとりは、継続

年数、活動内容、教員との関係性により変
化するため、TAは自分にとってどの程度の
やり取りが必要なのかを確認しておく必要
性が示されました。ほかにも、「担任の先生
に何らかの提案をする機会はあるのか」と
いう新人TAによる投げかけに対して、継続
TAが「些細なことでも提案を聞き入れてく
れる。教員がそういう機会を与えてくれて
いるので、やってみたらどうか。」との意見が
寄せられました。
また、他のTAと話し合うことで「継続して
同じ活動を担当しているが、自分は新しい
活動ができていないのではないか？ と少し
反省した。新しいことができるように考えて
おいた方がいいのではないか」と述べた
TAがいるなど、他のTAとの意見を交換し
たことによって自分の活動を反省的にふりか
える様子が見受けられました。

（教育推進部　岩﨑千晶）

　4月23日(土)、“FD Café”（新任教員
研修会）を開催しました。新年度開始早々
の気忙しい時期でありましたが、24名の参
加を得ました。昨年度は授業開始前（4月
3日）に開店しましたが、今年度は新任校
での授業を数回経てからの方が対話の内
容にリアリティが増すと考えました。
　その他のMENUは昨年度とほぼ同じで
す。アイスブレークを兼ねたグルーピングとミ
ラーリングを用いた自己紹介を皮切りに、そ
れぞれのグループが対話を重ね、それを次

第に他のグループと共有していく“World 
Café”へ展開していきました。
　各グループから示されたダイアローグの
内容（ダイジェスト）をここに全て掲載する
ことはできませんので、当日、白板に示され
たMind mapの一部だけをキーワードにて
紹介することにします。学生の印象として
は、「真面目」「素直で社交的」「積極的」「距
離が近い」「高い社交性」といった好意的
なものもあれば、「学力差」「関心のなさ」「基
礎体力不足の大学院生」などの問題点も
指摘されました。あるいは「学生の多様性
を活かす授業」「学生との距離を縮める授
業」「インタラクティブな授業展開のための
ミニッツペーパーの利用」といった授業作り
に関するものもあれば、「私語を少なくする
工夫」などの課題・問題点についての言
及もありました。
　昨年と同様、それぞれについての結論を
得ることがCaféの目的ではありません。教師

が意見や情報を交換することによって、共
通するテーマや課題を発見あるいは発掘し、
それに関する知見やアイデアを創出・共有
することの意味や価値を実感あるいは予感
すること、それが本Caféのねらいです。そ
のねらいを知る昨年の参加者がalumniとし
て駆けつけてくださいました。時間に限りが
あったため、存分にはご活躍いただけませ
んでしたが、こうやって少しずつ「土づくり」
の輪が広がっていくことを心より願っていま
す。昨年同様、Summer Caféの開催を予
定しています。今回、ゆえあって参加できな
かった方 も々、どうぞ奮ってご参加ください。

（教育推進部　三浦真琴）

ポスター発表に参加したLAと教職員

グループワークにおける発表

昨年のalumniとともに展開されるFD Café②

昨年のalumniとともに展開されるFD Café①

LAが作成したポスター

LA（Learning Assistant）に関するお問い合わせは教育開発支援センターまで

先生方からTA制度に関するご意
見・ご提案をお待ちしています！  連絡
は、ciwasaki@kansai-u.ac.jpまで お
願いします。

LA活動報告
Learning Assistant

TA研修を開催しました

FD Café を開催しました


